
■ネロリの歴史とアロマテラピー効果 
「ネロリ」とは、ビターオレンジ（Citrus Aurantium橙みかん）の花から蒸留方法で得られるエッセンシャルオイル
(精油)の名称です。芳香蒸留水としてのオレンジフラワーウォーターは、ローズウォーターと並んで、香粧品として紀
元前から利用されており、現在の主産地であるモロッコやチュニジアでは、胃薬や傷薬、また香粧品として各家庭で
作られています。その香りが「ネロリ」と呼ばれるようになったのは、中世期イタリアのネローラ公国の公妃がフランス社
交界に紹介して、ヨーロッパ中に広がったことがきっかけでした。ネローラの香りという意味の「Neroli」と呼ばれて、オ
レンジ果実の香りと区別されるようになったものです。 
アロマテラピー効果として、ネロリの香りを特徴づける主成分のネロリドール（セスキテルペンアルコール）の性質から、
精神のリラックス効果のほか、女性ホルモンバランスを整える効果（エストロゲン作用）、また、ネロ―ル（モノテル
ペンアルコール）の性質から、お肌の保湿・収れん効果があることで知られています。 
 
 
■ジャパニーズネロリ誕生の背景 
日本でオーガニック栽培された甘夏みかんは、水俣病の教訓から生まれました。当時漁業を生業としていた被害者
の多くは、水俣病公式発見により漁業の中止を余儀なくされた４０年ほど前、代替収入を確保するために海沿い
の山肌に当時栽培が奨励されていた甘夏みかんを植えました。自らが、化学物質によって生命や健康を著しく損
なった水俣病被害者の方々は、自分たちが育てて人の口に入るものには、農薬や化学肥料を使わないことを決心
し、無農薬での甘夏みかんの栽培を始めました。しかしながら、見かけのよくないオーガニック栽培の甘夏みかんは、
大手果実取り扱い販路に乗ることができず、自ら販路を開拓することとなりました。この苦労が、のちのネロリの製造
につながることとなりました。 
甘夏みかんは、古くから国内に自生していたものではなく、近代になって橙（学名citrusaurantium）の木が日
本の土壌とミツバチ交配により突然変異し、更に改良が加えられて食用の果実（学名citrus natsudaidai）と
なったものです。そのため、花の香りにおいては、ビターオレンジの「ネロリ」の芳香成分と同じ高い芳香性を持ち、ネ
ロリドールやゲラニオール等の甘い花の香りは、従来のネロリより強いことが確認されています。 
この発見により、甘夏ネロリは、国産初のジャパニーズネロリとして認められるようになりました。 
また、柑橘類の中でも特に花つきのよい果樹であり、収穫するみかんの10倍～100倍の花をつけるため、従来散
るに任せていた花を、ネロリの原料として活用することにより、栽培農家に副収入をもたらす農作物になりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



■インフューズドオイルとは 
エッセンシャルオイルの製法としては、蒸留法、圧搾法、冷浸法（アンフロラージュ）、温浸法（マセレーション）等
がありますが、冷浸法や温浸法は、蒸留法では効率よく抽出することができないハーブの小さな分子で構成される
脂溶成分を取り出すことができます。冷浸法の一種であるインフューズドオイル（infused oil）は、ハーブをオイル
に付けて成分を抽出したものです。 
マッサージの際に使用するキャリアオイルは、ベースオイルでありながらそのオイル自体も高い効能を持っています。オ
リーブオイル、ホホバオイル、ローズヒップオイルなどは、抗酸化・抗炎症・皮膚弾力回復作用などが知られています。 
ハーブの成分を浸出させ、上質なインフューズドオイルを製造するには、最適な温度管理とじっくり漬け込む工程、
それにろ過作業の繰り返しが必要になります。原材料を厳選し、丁寧に手間ひまをかけて初めて手にすることので
きる、稀少なオイルなのです。 
 
 
■ホホバ＋ジャパニーズネロリのインフューズドオイル 
 ホホバオイルはワックスエステルと呼ばれるヒトの角質層に20～30％の割合で含まれている成分で構成されてい
ます。そのため、高い保湿力、皮膚弾力性回復力、セルライト予防に効果があるとされています。ジャパニーズネロ
リは、ヨーロッパでは抗うつ剤や安眠剤のレメディとして認められるほどのリラックス効果をもっていますが、同時に、高
い抗酸化作用、抗菌作用、さらにはお肌の収れん作用も報告されています。ネロリドール、ネロ―ル、リモネンなど
がその構成要素です。 
 皮膚透過可能分子量は500以下とされていますが、ネロリドールは222．37であるため、皮膚に浸透し、高い
効果を発揮します。ホホバとジャパニーズネロリをインフューズドの手法で組み合わせることは、最高の天然美容液を
作ることを意味します。 
 本製品は、フェアトレードオーガニック認証を取得したホホバオイル（IMO=Institute for Marketecology 
オーガニック認証）とオーガニック認証を取得したジャパニーズネロリ(ECOCERT/COSMOS オーガニック認証)を
使用し、国内工場にて製造しております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


